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1 計画策定の背景
私たちを取り巻く社会情勢は、資源やエネルギーの大量消費による環境破壊、地球温暖化現象、自

然災害による資源の減少、プラスチック問題など、さまざまな環境問題に直面し続けています。

本市では、2008年（平成20年）3月に「豊後大野市環境基本条例※」を制定し、環境の保全と

創造を推進していくための基本理念などを定めました。その基本理念に基づき、将来の本市の環境の

保全と創造のため、環境施策をより明確化するとともに、市民・事業者・行政が取り組むべき課題を

着実に実行していくための指針として、｢豊後大野市環境基本計画（第1次計画）｣を 2010年（平

成22年）3月に策定しました。今回の計画は、その計画の第４期目となる｢第４次豊後大野市環境

基本計画｣（以下、｢本計画｣という。）となり、現在の情勢を踏まえた取り組みや指針を改めて策定す

るものです。

2 計画の位置づけ
本計画は、「豊後大野市総合計画※」を上位計画とし、環境という視点から上位計画との整合性を

保ちつつ、さまざまな市の計画（個別計画）を補完・具体化していくための指針となるものです。

3 計画の期間
本計画の期間は、社会情勢の変化を考慮して、2025年度（令和7年度）から2029年度（令和

11年度）までの5年間とします。

4 望ましい環境像
本計画の目的は、環境の保全と創造に関する長期的な目標及び施策のあるべき方向性を明確にし、

環境施策を総合的かつ計画的に推進することです。

本市の進むべき方向性を本計画で示し、緑や水辺、歴史的環境資源などの残された貴重な環境の保

全や、一人ひとりの環境保全に関する意識を高め、日常生活や習慣の見直しを図ることにより、より

良い環境へと進んでいくことが重要です。

こうしたことから、本計画では本市がめざす望ましい環境像として、

○ 豊かな自然を守り 未来へつなぐ まち

○ 人と自然と環境にやさしい まち

○ ともに活動する まち

を掲げています。

この望ましい環境像の実現には、私たち一人ひとりが自らの活動が環境に及ぼしている影響の重大

さを再認識するとともに、積極的に行動していくことが欠かせません。そうした努力を継続すること

で、今を生きる私たちを取り巻く環境の改善はもとより、将来の世代へ環境をより良い状態で引き継

ぐことにつながります。



5 基本目標と個別目標
環境の保全と創造の方向性を明確にするため、計画の柱となる 4つの基本目標、及び環境項目ご

との14の個別目標を設定します。

自然環境資源を保全していくとともに、公園や街路樹などのまちの緑を創出し、生活空間に自然と

のふれあいや潤いがあり、その魅力が次世代に引き継がれるまちをめざします。

個別目標 1 『 河川を守ろう 』 個別目標 2 『 森林や緑地を守ろう 』

個別目標 3 『 多様な生態系を守ろう 』 個別目標 4 『 まちの緑を育てよう 』

個別目標 5 『 ジオパークを活用して環境保全をしよう 』

健康で快適な生活を営んでいくためには、大気、水、土壌など私たちを取り巻く環境が良好である

ことに加え、ダイオキシン類などの有害な化学物質、食の安全性など人の健康影響に関する不安要素

を取り除くことが前提となります。

環境負荷を低減させ、市民がより健康で快適に生活できるように配慮したまちづくりをめざします。

個別目標 6 『 河川の水質をきれいにしよう 』 個別目標 7 『 快適な住環境を守ろう 』

個別目標 8 『 交通における環境対策を進めよう 』

限りある資源を大切にし、今後も有効に利用していくため、循環型社会※の構築を目指したまちづ

くりを進めていきます。

個別目標 9 『 ごみを減らし、リサイクルを進めよう 』 個別目標 10 『 きれいなまちをつくろう 』

個別目標 11 『 カーボンニュートラルを進めよう 』

環境保全の大切さを知るためには、自然にふれ、さまざまな環境情報に目を向け知識を蓄積してい

くことが重要です。

充実した環境情報を提供し、環境教育・学習※を推進することにより市民の意識啓発を促すととも

に、市民が参加しやすい環境活動を創出していきます。

個別目標 12 『 環境に関する情報を蓄えよう 』 個別目標 13 『 環境教育・学習を進めよう 』

個別目標 14 『 活発な環境活動を進めよう 』

自然環境 潤いと安らぎのある自然環境を守る

生活環境 健康で快適に暮らせる生活環境をつくる

物質循環 みんなで地球環境保全に取り組む

参画と協働 人づくり、地域づくりを進める
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環 境 像
基本目標 個別目標

【参画と協働】

人づくり、

地域づくりを進める

【物質循環】

みんなで

地球環境保全に取り組む

⑪ カーボンニュートラルを進めよう

⑧ 交通における環境対策を進めよう

【自然環境】

潤いと安らぎのある

自然環境を守る ③ 多様な生態系を守ろう

④ まちの緑を育てよう

⑥ 河川の水質をきれいにしよう

② 森林や農地を守ろう

① 河川を守ろう

⑦ 快適な住環境を守ろう

⑨ ごみを減らし、
リサイクルを進めよう

⑫ 環境に関する情報を蓄えよう

⑩ きれいなまちをつくろう

【生活環境】

健康で快適に暮らせる

生活環境をつくる

⑤ ジオパークを活用して
環境保全をしよう

⑬ 環境教育・学習を進めよう

⑭ 活発な環境活動を進めよう



○ 市民活動の活性化 ○ パートナーシップの確立
★【具体的な取り組み】 環境活動の拠点づくり

○ 省エネルギー活動の推進 ○ 再生可能エネルギーの利用促進
★【具体的な取り組み】 地球温暖化対策の推進

○ 騒音・振動対策の推進 ○ 自動車排出ガス対策の推進
○ 道路沿道環境の保全

○ 生息・生育環境の保全対策の推進 ○ 希少野生動植物の保護対策の推進
○ 動植物の保全活動の活発化

○ 生活排水処理の推進 ○ 監視・測定の継続実施
○ 水質浄化活動の推進 ★【具体的な取り組み】 家庭や事業所からの排水対策の推進

○ 森林の保全対策の推進 ○ 農業・農地の保全対策の推進
○ 農林業とのふれあい創出 ★【具体的な取り組み】 農業の担い手育成の推進

○ 自然的空間の創出 ○ 水質汚濁対策の推進
○ 水辺とのふれあい創出 ★【具体的な取り組み】 水辺の維持管理活動の推進

○ 悪臭防止対策の推進 ○ 有害化学物質対策の推進
○ ペットとの共存 ○ 災害への備え

○ ごみの排出抑制 ○ 再利用・リサイクルの推進
○ ごみの適正処理 ★【具体的な取り組み】 ごみの排出量の削減

○ 市民などへの意識啓発 ○ 不法投棄防止対策の推進
○ 美化活動・清掃活動の推進 ★【具体的な取り組み】 不法投棄防止対策の強化

○ 環境情報の収集・整理 ○ 環境情報の提供 ○ 環境情報の活用の推進

○ 環境学習の指導者育成 ○ 環境イベントの充実化
○ 子どもたちへの環境教育の充実化

取り組みの方向性

○ まちの緑の整備と維持管理 ○ まちの緑化の推進

○ 自然景観の保全・活用



6 環境指標
目標の達成に向けて、環境指標の達成状況を点検・評価し、広報、ホームページなどで公表すると

ともに、取り組みの見直しに反映させていきます。

基本目標 【自然環境】 潤いと安らぎのある自然環境を守る

基本目標 【生活環境】 健康で快適に暮らせる生活環境をつくる

基本目標 【物質循環】 みんなで地球環境保全に取り組む

個 別 目 標 指 標 目標値

① 河川を守ろう 市民による水辺の維持・管理活動、清掃活動の実施回数 年 15回

② 森林や農地※を守ろう ①認定農業者数、②集落営農組織数、③法人組織数

①300人

②30組織

③30組織

③ 多様な生態系を守ろう 自然公園や河川沿いに解説案内板の設置 前年度維持

④ まちの緑を育てよう 緑化運動の実施回数 年 5回

⑤ ジオパークを活用して

環境保全をしよう
イベントや研修会などの開催回数

のべ

年50回

個 別 目 標 指 標 目標値

⑥ 河川の水質をきれいに

しよう

生活排水処理率

（公共下水道、合併処理浄化槽※など）
70％

⑦ 快適な住環境を守ろう

悪臭防止…①発生施設の有無

②市内排水路の清掃活動

有害物質…③市清掃センターの環境実態調査の実施有無

ペット …④犬の予防注射

⑤猫の引取り件数

災害ごみ…⑥災害廃棄物処理計画の有無

⑦仮置き場の設置・見直し

啓発活動…⑧実施の有無

①発生しない

（件数なし）

②年10回

③1回

④前年度比増

（接種率）

⑤前年度比減

⑥策定の有無

⑦設置の有無

⑧年３回

⑧ 交通における環境対策

を進めよう
自動車騒音調査の実施、啓発活動

各項目とも

年１回

個 別 目 標 指 標 目標値

⑨ ごみを減らし、リサイ

クル※を進めよう

市民１人当たりの年間ごみ排出量 前年度比減

ごみの分別方法や食品ロスなどの啓発活動 年3回

⑩ きれいなまちをつくろ

う

①不法投棄防止看板の無料配布の件数

②環境衛生委員などへの啓発活動の実施の有無

①年１０本

②年１回

⑪ カーボンニュートラ

ルを進めよう

①温暖化対策運動の実施

②豊後大野市太陽光発電所の設置数

③市の低公害車（エコカー）の導入（保有）の有無

④市の機関の温室効果ガスなどの総排出量

①年２回

②５発電所

③５台

④前年度比減



基本目標 【参画と協働】 人づくり、地域づくりを進める

個 別 目 標 指 標 目標値

⑫ 環境に関する情報を蓄

えよう
市報やホームページ等による環境情報の掲載回数 年３回

⑬ 環境教育・学習※を進め

よう

各種環境学習講座（環境教育アドバイザー派遣など）

の開催回数
年５回

⑭ 活発な環境活動を進め

よう

地区または環境団体による

市民環境活動（ボランティア活動）の実施件数
年１０回



豊後大野市環境基本計画

発 行 日 ２０２５年（令和７年）３月

発 行 豊後大野市 環境衛生課

〒879－7198 豊後大野市三重町市場1200番地

Ｔ Ｅ Ｌ 0974－22－1027

Ｆ Ａ Ｘ 0974－22－1426

Ｕ Ｒ Ｌ http://www.bungo-ohno.jp


